
先 名
教育課長

　ただいまから、令和４年第１回雨竜町総合教育会議を開会いたします。
　開会にあたり、西野町長よりご挨拶申し上げます。

町 長 　町長開会挨拶

先 名
教育課長

　雨竜町総合教育会議につきまして、昨年より変更して開催しておりますので、改めて
会議に入る前に私より説明申し上げます。

　前回の会議より、教育に関連する雨竜町施策の説明、町長との意見交換の実施の２
点を協議事項にすることとしております。

　１点目としまして教育委員会主管以外で教育に関連する雨竜町の施策を委員に周知
すること、２点目として雨竜町長と意見交換することにより町長の考えをご理解いただ
き、かつ今後の教育振興に教育委員の意見等を反映させたいと考えた変更が２点でご
ざいます。
　この２点を昨年から新たに総合教育会議に取り入れたものでございます。

　以上の変更点につきまして、ご承知おきの程をお願い申し上げます。

　これより、西野町長の進行により総合教育会議を進めてまいります。

町 長 　それでは「前回会議録の承認」　についてですが、出席委員の署名をいただいており
ますので、承認済みといたします。

　次に協議事項に入ります。
　（１）新型コロナウイルスワクチン接種についてを議題といたします。担当の住民課長よ
りご説明申し上げます。

瀧 山
住民課長

　（新型コロナウイルスワクチン接種について説明）

町 長 　ただいま住民課長の方からワクチン接種につきまして、後段は子どもさんにかかります
ことについて詳しく説明がありました。委員の皆さんにも耳に入ってきてるかもしれませ
んけれど、雨竜町、高齢者の３回目が遅いと、私の方にも直接はなかなか来ないです
けれども、住民課長からありましたように新雨竜第一病院での集団接種しかできないも
のですから、住民課長もかなり折衝してやっとここまでこぎつけたところなんですね。
　病院の方では、病院の診療が中心といいますか、最優先だということでこちらの意向
も何とか聞いていただいて週１回、本当は週２回、３回とやっていただければ短期間で
終わるんですけれど、　ただ先ほど住民課長からありましたように１日当たり３０人増やし
て、１１４人ということなので、最初は７月２０日くらいに終了する予定が６月２０日くらいに
終わるということで1か月早まりました。何とか順調に進むことを願うばかりでございます。
　この件につきまして皆さんからご質問等あればお受けしたいと思います。

教 育 長 　確認させていただいてよろしいでしょうか。

　１２歳以上は、３回目はないんですか。

瀧 山
住民課長

　３回目はないです。１８歳以上でないと３回目はないということです。

教 育 長 　５歳から１１歳も２回接種で終わりということですね。狭間になりそうな人も紫色で２回打
つかオレンジ色で２回打つかということで３回目はない。一般の大人とは違うということで
すね。わかりました。



町 長 　ちなみに子どもさん、１２歳以上で高校生までの雨竜町民で２回終わっている人。７割
くらいか。今回受けてないけど受けたいっていう意見も聞こえてきてはいるの。

瀧 山
住民課長

　蓋開けてみないとっていうところで、最初、子ども小児科医が雨竜町にいないんで受
けれないってなった時には、受けれないとなると「なんで受けれないんだ」っていう話が
あったり、あとまだ１２歳に達してなくて集団接種終わってから１２歳に達する人が「なん
で受けれないんよ」って、いろいろ要望はあったんですけど調査に対して、じゃ実際に
受けれるようになったとき、「いややっぱり」っていう方もいらっしゃるんです。
　選択肢は欲しいけれども実際受けるか受けないかっていうのは蓋を開けてみないとわ
からない所ではあります。今現在も必ずしも予備調査の中では、若い子どものやつは受
けたいっていう風にはなっていないですね。調査の時期にもよるんですよね。テレビ報
道一つで全然考え方が変わってくるんです。

町 長 　子どもさんも大人もそうですけど、希望する人は全員受けられましたんで、２回目もで
すね、それは間違いないんで。
　希望してワクチンがないからできない人は、いないという現状です。
　ほかに何かございませんか。

浦 本
委 員

　ここに載っている副作用のデータはあくまでも海外のデータ、日本でのデータは入っ
てないということですか。

瀧 山
住民課長

　そうですね。海外ですね。日本のデータっていうのは、もちろんこの紫のやつもそうな
んですけど打った後のデータっていうのは常に採っております。そして厚生労働省の分
科会の方には定期的にはそういった順天堂大学のワーキンググループの方から報告
はされています。今現在ある緊急承認というデータについては欧米のデータになりま
す。

町 長 　他にございませんでしょうか。

沖 舘
職務代理

　高齢者の方って接種率１００％、になっていますか。

瀧 山
住民課長

　１００にはならないですね。全町民で９０％は超えているんですけれども、年代層が高
くなるにつれて接種率も高いんですけれども、それでも９５％くらいだったんじゃないか
と思います。もちろん、アレルギー体質で受けないという方もいらっしゃいますし、最初
のうち、本当の年代層の高い高齢者の家族は最初のうちはいいわって言ってた方も
けっこういたんです。
　ちょっと言い方悪いんですけれども、今更っていう考え方のご家族の方もいらっしゃい
ました。ただ、そういった方々も入院したりいろいろなところで介護サービス使ったりする
んでいかがですかって、家族の方に相談したら、大体の方は受けるようにはなっていま
す、１回目２回目については。

沖 舘
職務代理

　１回目受けないで次の回でも受けられるということですか。受ける権利はあるということ
ですね。最初の２回受けなかったんだけど次予約きますよね、それは受けても構わな
い。

瀧 山
住民課長

　今回広報にも出しましたけれども、１回目しか受けていなかった方、もしくは、まるっき
り受けていなかった方で希望すれば主治医の方がOK出して、尚且つ当日の問診で
OKが出れば普通に２回目ないしは１回目、さらにはその２回目っていうのは受けれま
す。ただ途中で５月以降薬剤が変わるっていうことがありますんで掛け合わせになるっ
ていうことはあります。



瀧 山
住民課長

　最初ファイザーだけど次モデルナ、モデルナいろいろ言われていますけれど、効果は
ファイザーとモデルナのかけ合わせの方が高いと言われています。ただモデルナは副
反応が強くて特に若い人はっていうようなこともありますけど、そういったことからなのか３
回目のモデルナについては半量になっています。ファイザーは0.3、0.3、0.3なんです
けれど、モデルナについては１回目0.5、0.5、そして３回目は0.25になっています。
　そういったことで副反応を抑えながら半量でも十分な効果が得られるっていう風に報
告書ではなっています。そういったことで受けてない方も今回のやつで希望すれば受
けられる。中には入退院だとか入退所でタイミングを失った方もいらっしゃいますので、
そういった方でも対応できます。

沖 舘
職務代理

　わかりました。

町 長 　他にございませんでしょうか。ございませんか。よろしいですか、ワクチンの関係。
　ここで住民課長は退席いただきます。

瀧 山
住民課長

　それでは何かありましたら個別に相談いただきたいと思います。どうもありがとうござい
ます。失礼します。

町 長 　それでは次の議案に進みます。私との意見交換ということで、コロナ禍における学校
教育について、ということでございます。教育課長より説明申し上げます。

先 名
教育課長

　（教育総合会議における町長との意見交換について説明）

町 長 　ただいま先名課長より説明ありましたけれども、テーマを一般の会議で決めていただ
いて、コロナ禍における学校教育ということでございますけれども、委員の皆さん方は充
分内容を、教育委員会等でも説明があったり、いろいろなところでご理解いただいてい
ると思いますけれど、雨竜町の小中学校につきましては、過去に平成２６年に併設校と
して進んでおりまして、その関係で小中一貫教育もスムーズに移行されているというふう
に掌握しておりますし、雨竜町独自では色々な施策をコロナ関係なく進んできたところ
でございます。私どもが考えた子どもさんの育てる環境整備ということで、親の負担を減
らすということで、給食費ですとか修学旅行で助成をしたりとか、いろいろな部分で町が
支援をしてきたということもございます。

　またコロナ禍になりまして、ギガスクール構想においてタブレットの導入、現在光回線
の農村部への整備が今工事進んでおります。3月いっぱいで工事完了し、その後、希
望する方が加入いただくということで進んでおりますけれど、これも家庭でのタブレットで
の授業、そういったことにも対応できるということで進んでおりますし、また昨年度、国の
補助と言いますか、コロナの補助を受けた中で学校の空調設備の整備をしております。
これはよその町にも誇れる事業でございますけれども、子どもさんが快適に授業を受け
られるということも昨年実施して良かったなというところでございます。
　またコロナに関係なく教育委員会でも説明されていると思いますけれど、2学期制へ
の移行、こちらも今は試行ということで進んで、新年度から正式に導入ということで聞い
ておりますけれども、これもスムーズに移行ができたと聞いております。
　雨竜小中学校、コロナでいろいろ不便があるんですけれど、何とかいい形で学校の運
営ができていると考えているところでございます。

　また、新年度は、新たに田中学園との連携事業をやるということで私も期待するところ
でございます。何とかうまく、これもコロナが収まれば交流できると思いますけれど、いい
事業になればと願うところでございます。
　私の方で冒頭お話させていただきましたが、皆さん方からいろいろなご意見を頂きた
いと思いますのでよろしくお願いします。



沖 舘
職務代理

　冒頭、町長さんの方から色々なお話がありましたけれど、新型ウイルスですね、感染し
てから２年以上経つということで皆さんも生活が非常に大変で、この間ですね、国や道
が緊急事態、今回も蔓延防止が来月６日までに延長されました。その間、一斉休校だと
か分散登校とか多くの学校行事が縮小されまして、子どもたちの学校生活への影響
は、計り知れないものがあると思います。先程接種の話もありましたが、収束するのはま
だまだだと思います。

　このような現状を踏まえて、コロナ禍における雨竜町の子ども達への学校での教育活
動や学習環境の整備について、町長はどのようにお考えかお聞かせ願いたいと思いま
す。
　よろしくお願いいたします。

町 長 　はい。最初にお話しさせていただきましたけれども、雨竜町は小中併設校ということ
で、小規模な学校だからできる部分もたくさんあって、行事も教育長や課長から聞きま
すと子どもが少ないので、密にならずにいろいろな行事とかできる、そして他の大きな
学校であればダメとかいろいろなことがあるんですけど、何とか制限をかけてでもできて
いるということで、小さくていいこともあるということだと思います。これからコロナがゼロに
なるということはなかなか難しいと思いますけれど、感染対策を予防対策をしてですね、
先生方も子どもさんも浸透していると思いますので、通常な学校運営、授業もできて行
事もできてということを願うところでありますし、それに対してできることをしていくというこ
とで考えてございます。学習環境の整備、先ほどもお話ししましたエアコンもそうですけ
ど、家庭での環境も整うということでございますけれど、今後も新たなものも出てくるかも
しれませんけど、何とか対応して町としてできることはやっていかなければならないと
思っております。
　国から町がモデルになっている事業、デジタル教科書の導入、こちらも限定的ではあ
りますけれども、雨竜町でも取り入れて進むということでございますので、そういった新た
なものも適宜対応して、他の町に負けないようにやっていかなければならないと考えて
おります。

沖 舘
職務代理

　デジタル教科書、端末は全部行ってるわけですよね、単価的になんぼするんですか1
台なんぼとか。

教 育 長 　タブレット、国から4万５千円、１台当たり７万円です。

沖 舘
職務代理

　今は僕たちの年代とは違うから、黙っていてもぱぱぱって使っちゃうし、何も説明しな
くても使える半面、みんな目が悪くなるとかいろんなことがありますけど、何回も黒板に
書かなくてもいいということで、先生たちも今コロナとかいろいろな問題あって、少しは事
務省力化しなきゃいけないと思って、なかなかいいなと思っています。ただ機械ですか
らこれから更新しなきゃいけないとか町の負担にもなると、普通の学校とは違うからそこ
らあたりの今後の見方とかどういうふうに思っていますか。

町 長 　電子黒板も活用して、授業も先生方の、授業できるような先生方の教育もされていると
聞いています。やっぱり個々の能力、できる人、得意な人とそうでない人いるんでしょう
けど、そこは皆さん理解して取り組まれていると聞いておりますし、電子黒板は大分昔
入れたもんですから、使わない期間が長くあって、今は大分古くなって、更新の時期に
は当然更新しなくちゃならないと思いますので、うまく国の補助とかつけば活用して、そ
ういった風に沖舘さんが言ったようにタブレットが手元にあって電子黒板見てっていうふ
うにどんどんなっていくと思うんですよ。それに対応できるように町も支援していかなけ
ればと思っていますので、先生方の教育もよろしくやっていただく、教える人がやらない
と使えませんので。

浦 本
委 員

　教育上のICT活用という話が出ました、そのタブレット一人一台ということでギガスクー
ル構想に基づいて前倒しで整備していただいたというのは非常に子どもたちにとっては
よろしかったなと感じています。子どもさんですから、タブレット的にどうしても学習中に
落しちゃったりとか壊れる可能性がありますが、予備的なことまでは確かしてなかったと
思うんですけど。



先 名
教育課長

　３台あります。

浦 本
委 員

　それならよかった。コロナ禍ですから、いつどうなって授業ができなくなってと言ったら
当然オンラインで最悪自宅で勉強できる環境づくりは絶対、今のコロナで必須と思いま
すし、ただ問題は小さい子がどれだけタブレットというかICTの教育を取り入れてうまくい
くかというのが心配な面であります。本当に保護者の長けている親御さんもいますけど、
全くパソコンいじれない人の家庭的にもそういうサポート、本当に保護者のサポートする
機会、例えば学校に参観日に来た時に教えるだとか保護者に対してのサポートも必要
だと感じています。

町 長 　実際そういった相談ありますか。

先 名
教育課長

　ないです。タブレットの関係で沖舘委員、浦本委員から話がありました。タブレットにつ
きましては、その時に今現在最新鋭のものを整備して導入したということなんですが、機
械でありますので、メーカーとしましても年々その都度更新して新しい機械が出てくると
いうこともありますし、使えば使うほど劣化してくる、先程浦本委員がご指摘がありました
ようにアクシデントで破損してしまう場合もありますし、実際に今現在も頻度は低いんで
すが、調子が悪いだとか落してしまっただとかそういうのがございますので、その都度報
告を受けましてできる範囲で修理をしたりだとか、予備機を配布したりだとか、そういうふ
うにして今現在は対応しています。
　また学校訪問に行った時に見学してご覧になったかと思うんですが、割と子どもたち
の部分に関しては、タブレット、非常に器用に使っているなというのが私自身学校に
行ったときに思った感想でありまして、たぶんほとんどのご家庭、おうちでもスマートフォ
ン、タブレット、パソコンだとか扱える環境にあるんだろうなというような思いはもったとこ
ろであります。ただ、やはりそれが１００％ではないと思いますので、そのあたりは学校と
連携とりまして、実際アンケート調査も家庭での通信環境のことでこれまでアンケート調
査をしたこともありましたので、そこは学校と連携とりながらいわゆる弱者の方、ICTツー
ル、パソコンそういった機器の弱者の方に対してのサポートはできる限りしていきたいと
思っています。

町 長 　私ちょっと思ったのは、子どもさんの親も若い、私たちから見たら若い世代なので、ス
マホの大きい版みたいなものですもんね、タブレットは。でも疎い方ももちろんいらっ
しゃると思うので、浦本さんが心配したようなことは教育委員会でも学校と連携して対応
していかなければならないと思いますので、よろしくご理解の程お願いします。

沖 舘
職務代理

　今、町長さんも言われたように田中学園とこれから始まるんですけれど、あそこも英語
教育を密にやりたい話を言ってるんですけど、僕たちも昔ね、バンドやってた時に英語
の歌って耳で聞いてやってるわけでしょう。そしたら簡単にとは言わないけど、覚えちゃ
う、いろんな音楽聞いたら歌から始めましょうとか、僕スピードラーニング一回やってみ
たんだけど、聞くのはいいんだけど。

　一番いいのは外国の人がいて、いつでもハローハローとかいろいろな形でやってくれ
たら、非常に子どもたちも一緒に接することができるし、そういう形で環境を作ってせっ
かく田中学園さんと提携するんだから、そういう形でやりながらせっかく田中学園さんと
いろいろな教育関係で特に英語ですね、保護者の方はぜひ英語しゃべってほしいと、
どういうことなんだといろいろと解釈できるし、いろいろな就職の選択肢も増えるだろうと
言ってるんですけど、最近の若い人が海外行くというのは減ってるみたいですよね。
やっぱり日常に、うちに帰ってもしゃべるわけじゃないから、そういう中でうちもジュニア
スクールみたいな、今はジュニアスクールは英語やっていないですよね、数学と国語。
ジュニアスクールも英語専門にやるよと来てねという形でアピールしていただければい
いのかなと思いますけど、町長はどうお考えですか。



町 長 　まず田中学園、沖舘さんも聞いてるかもしれませんが、田中学園で一番最初から言わ
れているのは、例えば体育の授業の５分１０分の最初の部分で英語を使った準備体操
などのようなものをDVDを使って、それを流して英語を身近に感じるようなことをしていく
というような、そういうところからと聞いていますし、今も英語指導助手入ってきてやって
いただいているんですけど、田中学園との連携で英語の部分がDVD以外にどんどん発
展していくか、ちょっとまだ未知数ですけども、向こうは外国人の方が専属でいるらしい
ので、その人がこっちにきてやってというのは、ちょっとそこまでは、まだ。来る計画はし
てます。
　ジュニアスクールでの英語はちょっとそれはまだ今後、今の塾長は英語はもちろん教
えられるとは思いますけど、もっと本格的に会話できるっていう、勉強じゃなくて。

沖 舘
職務代理

　気楽にできる人が、前もメアリティですか、いて最高に良かったでしょ。彼女は英語
じゃなくて日本語しゃべってますから、彼女は日本語すごいから、ああいう人がいたらい
いなと思いました。何か外国の人って、向こうから見たら、うちらが外国の人だけど、何
かそのギャップがあるから、何人か町でも雇ってほしいなと思いますけど。

町 長 　 　まあ、AETの時はその英語教室みたいなやってましたけど、今はそういったことはやれ
ていないですけども、学校専属の契約ですから。雨竜にも住んでませんし。教育委員
会の方でも少し考えてもらいましょう。
　私が沖舘さんが言うようにどうですかって言ってやりましょうとはなかなかすぐにはなら
ないですけど、やっぱり子どもさんが英語に近くなるのはいいことだと思いますので、そ
の田中学園の部分をうまくいけばいいと思います。

教 育 長 　 　今、週に一回、田中学園からつなぎの関係で毎週、松浦先生に、実際に授業の中に
入っていただいて、子どもたちの顔と名前がなるべく早く一致できるようにということで一
生懸命対応して授業にも入っていただいて進めているので、その先生も英語の先生な
ので、４月から本格的に田中学園とスタートしますので、慌てず、慌てず、できることから
ということで。来たからすぐ英語できると思われても厳しいので卒業するころには英会話
とかちょっとした何かができればいいなという。

　やっぱり外国人見たら日本人てひるむというかなるべく避けるような感じになっちゃう
ので言葉で出せるようになれれば一番いいのかな、それには学校での英会話の方が、
我々のころは文法が主だったんですけど、今はもうどっちかっていうとしゃべる方が優先
になっているので徐々にできればいいなって思っております。
　気を長くして待っていてください。すぐ結果は出ないので。

沖 舘
職務代理

　９年間ありますからね、その間に覚えていただければ非常にいいなと思います。

教 育 長 　低学年は本当に授業ちらっと見たら本当に楽しそうですよ。「いやでいやで」っていう
感じじゃなく、「はいはいはいはい」って手を挙げて、それが中学生まで続いてくれれば
いいけど、さすがに中学生は「はいはい」やらないと思いますので。

沖 舘
職務代理

　中学生になると低くなるらしいって、いろいろなの読んでいたら、嫌いになってしまうっ
て、なんかしゃべれないとか。今の朝ドラでやっているけどやっぱり音楽で聴いて、別に
教えなくたって歌は歌えるって、あんな形でやれたらいいなって、ただABCDばっかり書
いてたって何も面白くないでしょう。

教 育 長 　やっぱり耳から入れないとね。

沖 舘
職務代理

　そうそう、ゲーム感覚で。



浦 本
委 員

　今の田中学園の話なんですけど、その連携協定といいますか、期限てあるんでしょう
か、それともずっと続けていただけるんでしょうか。

町 長 　３年間、満度で３年間て決めたんだよね。。

浦 本
委 員

　３年間で区切って・・・

町 長 　またたぶん継続してね、うまくいけば。

浦 本
委 員

　継続もあるっていう連携の形、それはすばらしい。

町 長 　３年で終わりではないですね。それはどうでしょう、うまく行かないって向こう側も、こっ
ちもやってても、どうだべなってなったら終了になるかもしれませんけども。

浦 本
委 員

　たぶん他の学校さんもつながりたいっていう部分もあるでしょうけど、３年で終わりだっ
たら寂しいなって。

町 長 　そうではないでしょうね、うちもなんとかまたやりましょうって、たぶんなると思いますし、
向こうもそれを言ってくれると思いますけど、なんかトラブルとかない限りは。
　学校給食でもご存じだと思いますけど、うりゅう米を使ってもらうように決定しています
ので、町としてもありがたいですね。

　田中学園との交流事業うまくいってですね、情報発信できて先生方も喜んでいる形に
なれば、将来的には雨竜の学校に行きたいと先生方がそうなれば、やっぱり行きたいと
なればいい先生が来ますからきっと、そういう風になっていけばと願っています。あそこ
行きたくないってなるより行きたい行きたいってなれば。

沖 舘
職務代理

　言ってもらって、ここに住んでくれたら最高でしょう。

浦 本
委 員

　田舎だからって教育が都会より下がっているかというとそうではないですね。確か秋田
県のある町の子どもたちの学習力ってすごい高いんですよね。毎年全国版で学力のラ
ンクが出ますよね。秋田って、東北はすごいなって、田舎でも学習環境は整っていると
いうことで、やっぱりコロナ禍ですからね、都会に沢山いてすべてうまい行くかっていうと
そうではない。
　これを機に本当に情報発信して、ローカルにいい学校がどんどん増えたら来てくれ
るっていう。北海道は特に水害とか災害の少ない地域だけに全国に発信して、田中学
園さんとの連携というのはそういう機会が少しあると思うんですけど。可能性はゼロでは
ないと思います。

町 長 　浦本委員がおっしゃったように、隣町の新十津川がすぐもう「え？なんで？」って、うち
に声かからんかったんかって言ったらしいですよ、球団の方に。うち知らんかったわっ
て、そんなのみんな知らないですよって、うちはたまたま先名課長のつながりでつない
でもらって、ぜひにとなったんですけど。

浦 本
委 員

　日本ハムファイターズの野球教室やって、強味があったということなんでしょうね。



教 育 長 　栗山からも言われました。栗山は栗山監督が住んでいるので、やられたっていう。田
中学園の方に転校していく子どもも出てきた。うちは連携して、協定してだけど、それを
やることによって逆に田中学園に子どもたちを抜かれちゃうって、そっちに行かせてあ
げたいって思いの保護者が出てきて転校していく子も何人かいるような話を聞きまし
た。
　栗山監督の力があったのか、ファイターズなのかわかんないけど、子どもにはそういう
環境で勉強させてあげたいって保護者も出てきた。

沖 舘
職務代理

　昨日も田中学園のホームページ見たんですよね。まだスタートしてませんから、事業
が。これからまた出てくるだろうと思いますし、そうなったら田中理事長も、あの人もラジ
オとか出てますから、その中でいやー、良かったわ、あの学校はってなったら、また来る
かもしれないけど、ああいうメディア持ってるから、田中さんも。これを利用して、お互い
に利用しなかったらいけないと思うんですよね。そういう環境を雨竜は作ったんだよと、
ぜひ行ってくださいと、そうすると町の方も受け入れします、住宅も新しくしますとかね、
そうなるといいかなということで町長も頑張っていただきたいと思います。

町 長 　今、住宅は一生懸命建てていますので、ぜひ。
　教育委員さんは新しい住宅を見る機会はないんですか、現場の。

浦 本
委 員

　新田さんの裏側ですよね、２、３棟。2棟できましたよね。

町 長 　もう計画的に単年度で半分やるんですよね、基礎やって、次の年にうわものやるんで
すよ。それが順繰り順繰りなので、もう1年に下やってるとこと上やってるとこという感じ
で、毎年完成していく形ですけど、今のところ順調に入居者も入っています。

沖 舘
職務代理

　あそこはオール電化ですか。

町 長 　いや、違いますね。灯油ですね。

浦 本
委 員

　入居者的に年代層はというと。

町 長 　若い方が多いですね。そして、今一般世帯、特公賃か。今度またこっちにあるように、
下が高齢者で、上が一般世帯ていうものを建てています。
　今ある第２満寿団地も順次道路側から取り壊すようなことで進めますので、そちらにい
る方が新しい方に移るパターンも出てきますね。

浦 本
委 員

　今ちょっと住宅の話でちょっと話が逸れるようなんですが、養護学校の校舎の手前に
教員住宅がありますよね。私もすぐそばですから、見てたらほとんど除雪なくすごいな、
３棟くらい確かあったと思うんですが、空き家で。
　ああいうのってこれから養護の先生方が住むかと言ったら、今通いが多いから、建て
て30年経っていますけど、なんかの時に使えるのかな、壊してしまうんだったら、あれで
すけど。町としてなかなかこっちから言えないと思うんですけど、そういう話、空き家、
もったいないと見てるんですけど。

町 長 　私が聞いているのはもう、今はコロナで先生方と交流がなくてですね、特に道立の学
校厳しくて、集まりにも来てくれないですし、、最近はお話ししてないけど、前は住宅の
話もちょっとあって、多分一番南側なのかな、そこを壊すというようなことは情報で聞い
ています、そして駐車場を作るというような計画があると。
　そして道もお金がないもんですから全然改修しないんですよね、修繕。最低限の修繕
をして大規模修繕しないものですから入らないですよね、古いし、そしたら、どんどんど
んどん減っていって、本当にぽつぽつしか入っていないと聞きました。



浦 本
委 員

　そういう状態で建て替えはない、入らないと、町の方で先生方も受け入れるような住宅
が入ってもいいよっていう、入るなら若い先生だと思うんですけど。

町 長 　最初誘致した時は住宅用意して、ご存じのように、何とか優先して教員の人を入れま
すから、一般町民よりさらに優先して、誘致した関係があるので、最初は住んでくれた
人いっぱいいたんですけど、どんどんそれ薄れて、通いが多くなって、しかも道営住宅
にも空き家がどんどん出て、町営住宅にも住まないというのが多くなって、何とかってい
う話を校長教頭にしても住めとも言えないでしょうし。

浦 本
委 員

　若い先生でしたら住んでもいいかなって、子どもさんおられると難しい話で、若い先生
かなり養護学校の朝、出勤の人見たら独身の方かなと思う人が見受けられるんで、そう
いう人に提供するような住宅あったらと感じています。

町 長 　町の住宅今建てていますので、養護学校にもアピールしなければならないという話を
内々ではしていますけれど、古い住宅の利活用も浦本さんがおっしゃったようなことも、
町民からも言われたことがあって話をしたこともあるんです、過去に。そしたら道の建物
を町に移管すると言ったら何らかの手続きが必要ですし、あれをもらってもどうするのか
というのがありますので、こっちの１０町内の道営住宅はたぶん満室みたいになっている
と思うんですけど、やっぱり学校の方は古いから入らないのでしょうし、聞いた所によると
直してくれと言っても直してくれないとか、いろいろあまりいい情報がなくて。
　去年、一昨年になりますかもう学校の厨房のクーラーをつけてもらったと、私どもも外
目で見て体育館の屋根ひどいんですよ、それも要望しているんですけど、なかなか張
替えにならないんですよ、真っ赤になって、知っていますかね、南側がひどいんですよ
ね、本当にお金がないんだなと。

教 育 長 　うちのわかば団地ができたときに、産業課の建築の方と私、向こうの校長知っているの
で、ちょっと顔つなぎで住宅の紹介させていただくわって言って、１回行ったことがある
のですよ、年前に。

　学校の先生方、なんか期待できるかなって思っていましたが、世帯向けってなかなか
来る人いないんだよねって、単身者なら新しい住宅なら来るかもしれないけれど、世帯
向けはねっていう言い方されたんで、その辺はちょっと微妙かなと。
　紹介はこういう住宅もあるんで、ぜひ機会があればって、転勤する先生がいらっしゃれ
ば雨竜にもこういう住宅がありますよってPRしといてくださいって、わかりましたって。

沖 舘
職務代理

　校長くらい入らないとね。

教 育 長 　事務長は旭川から通っているからね。

浦 本
委 員

　事務長だけ今年見ていたら雪はねないから、それまでは３人セットで住まれてましたけ
ど。

町 長 　旭川から通っているんですね。遠いだろうに大変だと思いますけどね。
　ほかに何かございませんでしょうか。



宮 武
委 員

　はい。最初に話を戻してもいいですか。
　タブレット端末の関係だったんですけど、去年全体に入って非常に環境が整っていい
かと思うんですけど、ゆくゆく７年とか１０年たってきたら古くなって、更新とかいう話も出
てくるかと思うんです。今実際、貸し出しという形で子どもたちに提供になっているかと
思うんですけど、更新を一辺にって考えるのも大変かと思うんで、変な話小学校１年生
で新品あたって、９年間使ってそのまま子どもにプレゼントみたいな感じでっていうよう
な形は今後できないのかなという。

町 長 　更新は当然必要で、９年までは持たないと思いますが、５年は持たさないといけないと
思います。でも５年過ぎたところから６、７、８年の間で、ただ、町の備品なので、差し上
げるということにはならないですね。なんか手続きとれば。

先 名
教育課長

　そこまでは想定していなかったですね。リースではないので、購入していますので。

宮 武
委 員

　高校に行ってからもタブレットは今後必要になってくると思うので、使えるのであれば
それも一つの方法かと。

町 長 　廃棄、年数経って、学年単位で交換するでしょうから、古くなったやつもらってもどうか
というところありますけど、備品を差し上げるのができるかどうかというのが今後の課題で
すけれど、ただ学校に置いといたところで何も使わないなら、差し上げた方がいいと私も
思いますけど、その辺整理して。今後の話ですけど。

教 育 長 　高校は自前なんでしょ、今。高校は自前で買ってくださいですから。大分賛否両論
あったようですが、自前でということで。そうなると社会人になっても大学生になっても使
えるよというイメージでそういう言い方をしているのか、ただ、義務教育の関係は、ただ、
国で最初は用意してくれました、さあ、５年経って新しい機種がどんどん出てくるし、当
初に買った機械もお疲れになってきました、その時にどうなるかということなんですよ
ね。そこで国の方針が各自治体に任せて、町で用意するのもいいし、あくまでも学用品
の一部だよと言って、保護者が負担して買ってくださいという形になるのか、その辺が
ちょっと微妙ですけど。国はきっと、最初は用意してあげるから、その後はって言う考え
持っているんでないかな。可能性は高い。後は、うちみたいな小さな自治体で子どもた
ちの数もある程度限られているのであれば例えば、このギガスクールも５年計画でした。

　５年で入れれというやつを単年度で入れているから、その辺をどのタイミングでどうす
るかというのは今後検討していかないといけない課題なのかな。自分で買ったやつは、
保護者が買ったやつは卒業してもどうぞどうぞとなるかもしれないですけど。町で買った
やつは払下げっていうのはどうかなというのはあります。

宮 武
委 員

　町のやついいですよね、キーボードと画面が取り外せて、打ち込みもできるしタブレッ
トでも使えるし、兼用できるから。

教 育 長 　基本的にはやっぱりこれでできるやつを入れてくださいというのが、基本だった。これ
ばっかり、これは子どもたち今打つことができないって、キーボードでないとよろしくない
ですねと。やっぱり手を、指を使うっていうか、普通のスマホなら、ただ滑らせて終わりと
いうか。
　令和２年の補正で入れているから、あと３年後、４年後がどういう風になってくるか

浦本委員 　実際タブレット授業というのは、２年生・・・

教 育 長 　３年生くらいからが本格的に始まります。パソコン自体は学校にあるんですけど、昔か
ら入れていたやつ、端末、タブレットは今回です。パソコン教室にあるパソコンはそんな
に必要なくなる、逆に言えば。



浦本委員 そうなりますよね。タブレットが充実しすぎたら。

教 育 長 その辺は教育委員会でもどういう風にするのか考えていかないと、パソコン教室自体の
部屋の活用もね、今見たく２０台、３０台と置いてあるけれども、そこまで果たして必要な
のかっていう、デスクトップもあったらあったで使いようあるのかもしれないですし、印刷
ですとかいろいろこう出て来るので、そういうやつも将来考えていかなければならないと
いう思いでおります。

町 長 　他にございませんでしょうか。協議事項の関係はよろしいでしょうか。

　それでは５番目のその他、事務局から

教育課長 　本日の総合会議における会議録ですが、準備が整い次第、町のホームページで公
開することになっています。

町 長 　それでは皆さん方から何か他にございますでしょうか。締めさせていただいてよろしい
でしょうか。

全 委 員 　（なしの声あり）

町 長 　町長閉会挨拶

　それでは、令和４年第１回雨竜町総合教育会議を閉じさせていただきます。


